
災害発生！そのときどうする？
正しい情報の収集と
自主的な避難を
ラジオ・テレビなどで最
新の災害情報に注意をしま
しょう。山間部や河川の近
くに住んでいる人は早めに
避難しましょう。

危険な場所には
近づかない
増水した川や田んぼの様

子を見に行くのは大変危険
です。絶対にやめましょう。

事前に避難経路の
確認を
避難場所までの経路は、

事前に確認しておきましょ
う。避難場所へ向かう道は、

狭い路地や壁ぎわ、
川沿いなどは避け

ましょう。

避難する前には
避難する前に、電気・ガス

などの火元を確認しましょ
う。また、避難先や安否情報

を書いた連
絡メモを残
しておきま
しょう。

避難の呼びかけが
あれば速やかに避難を
人的被害が迫った場合に
は、市役所や消防団から避
難の呼びかけをする場合が
あります。呼びかけがあっ
た場合には、すぐに避難し
てください。

車での避難は控えて
避難場所へは徒歩で避難

してください。車での避難
は緊急車両の通行を妨げる
原因となりますので、やめ
ましょう。

子どもやお年寄りなどの
避難に協力を
子どもやお年寄り、体の

不自由な人などは、避難に
時間がかかります。近所の
お年寄りなどの避難に協力
をしましょう。また、日本語
が不自由な外国人の避難に
も協力をしましょう。

避難に遅れた場合には
もし避難に遅れ、危険が

迫ってきた場合は、近くの
丈夫な建物や自宅の2階以
上に逃げましょう。

災害発生時の行動ポイント
すでに災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動をとりましょう。

災害発生情報
【警戒レベル5】

災害発生の可能性が更に高まった状況、あるいはすでに災害が発生している状況です。
速やかに安全な場所まで避難しましょう。
避難先までの移動が危険な場合は、自宅内のより安全な場所に移動しましょう。

避難指示(緊急)
避難勧告

【警戒レベル4】
気象警報などが発表され、災害発生の可能性が高まった状況です。
避難に時間を要する人（高齢者、障がい者、乳幼児など）とその支援者は避難を開始し、
その他の人は避難の準備をしましょう。

避難準備・高齢者等避難開始
【警戒レベル3】

危険度

強

弱
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　大災害のときに、被災地との通話が困難になった場
合、災害用伝言ダイヤルが使用できます。

メールによる防災情報連絡システム
問 総務課�防災庶務班　☎773-6660

　市民に向けた防災・国民保護に関する情報のメール
配信サービスを行っています。配信情報は、地震情報
（震度4以上）、避難勧告情報などです。
　登録は下記アドレスに空メールを送信するか、QR
コードで登録してください。
　みなさんの登録をお願いします。
E-mail：nangyo1@net21-u.jp

防災マップ
　洪水と土砂災害のハザードマップを
統合し、さらに情報面を充実させた「防
災マップ」を作成し、平成31年3月に発
行しました。避難所情報や災害情報の入
手先などを掲載しており、「自分の身は
自分で守る」という「自助」に役立てても
らうためのページ構成となっています。
　また、オリジナルの防災マップを作
成できる「Web版防災マップ」もご利
用ください。
　市ウェブサイトのハザードマップのページからご覧
ください。
●防災マップ　　　●Web版防災マップ

災害用伝言ダイヤル（171）について

171

1 7 1 をダイヤルした後、
ガイダンスに従ってください。

　災害発生時などに、携帯電話を利用して安否情報を
登録でき、携帯電話やパソコンから確認することがで
きます。

災害用伝言板サービス

●NTTドコモ
　http://dengon.docomo.ne.jp/top.cgi
●KDDI（au）
　http://dengon.ezweb.ne.jp/
●ソフトバンク／ワイモバイル
　http://dengon.softbank.ne.jp/J

災害用
伝言版

携帯電話
または
パソコン
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南魚沼市島新田316-14

TEL.025-782-2184
FAX.025-782-4428
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